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ライオンズクラブ入門編
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プロフィール

高田 信吾（福山葦陽LC所属）
昭和38年4月3日生まれ（60歳） 血液型AB型
ライオン歴 18年（2006年4月入会）
2017～2018年度 クラブ会長
2020～2021年度 キャビネット副幹事
2021～2022年度 地区GMTコーディネーター
2022～2023年度 地区GMTコーディネーター
2023～2024年度 地区GLTコーディネーター

よろしく
お願いい
たします。
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プロフィール

宮本 浩二（広島西北LC所属）
昭和43年2月4日生まれ（56歳） 血液型Ｂ型
ライオン歴 18年（2006年5月入会）
2017～2018年度 クラブ会長
2020～2021年度 4R2Z.ZC
2021～2022年度 4R2Z.ZC
2022～2023年度 地区IT推進プロジェクトリーダー
2023～2024年度 地区GMT・GETコーディネーター

よろしく
お願いい
たします。



ごめんなさい

まずは、新会員オリエンテーション参加者皆さまに・・・

我々中堅・ベテラン会員を代表して謝罪いたします。



退会した会員の在籍年数

3年未満 38.4％ ⇒ 21.8％
3～5年 18.5％ ⇒ 11.7％

5～9年 11.2％ ⇒    23.3％

在籍5～9年 退会率倍増！



ライオンズ存続の危機

時代の価値観の変化・社会性・持続可能性（SDGｓ）・多様性

を受け入れていなかった。

楽しくない・魅力がない・旧態依然 など

価値感の違いもあれば、考え方も多様であること認めなかった。



ライオンズ歴史と伝統

歴史と伝統を継承することはとても大切であるが・・・

時代の変化についていけなかった

これまでの経験に執着せず、未知なるものへの期待を胸に生きる

ことに恐怖心を抱き、新しいアイデアや考え方に閉鎖的であった。



旧態依然からの脱却

日本ライオンズ・複合地区・準地区が風通しの良い
関係を構築して、真摯に会員満足度向上に向けて
GMA（グローバル・メンバーシップ・アプローチ）に
取り組み始めました。

ライオンズは変革に向けて歩み始めた。



それでは本題に入ります。

ライオンズクラブ入門編



ライオンズクラブの組織

第５会則地域
東洋東南
アジア
( OSEAL )

第８会則地域
アフリカ（2020年度より）

第７会則地域
オーストラリア、ニュージーランド、パプア
ニューギニア、インドネシア及び南太平洋諸島

第１会則地域
アメリカ合衆国
及びその領域、
バミューダ
及びバハマ

第３会則地域
南アメリカ、中央アメリカ、
メキシコ、カリブ海諸島

第２会則地域
カナダ

第６会則地域
インド、南アジア、及び中東

第４会則地域 ヨーロッパ 200を超える国と地域

49,000以上のクラブ

約135万人の会員



ライオンズクラブの組織
8複合35準地区



３３６‐Ｃ地区

広 島

７8クラブ ２,８4２名
（2024年2月末日現在）

今期純増 38名



ライオンズクラブ入門編

ライオンズクラブは世界最大の奉仕団体である

・200以上の国と地域

・約49,000のクラブ（日本：35準地区・約10万人）

・約135万人の会員



ライオンズクラブ 3つの主要分野

指導力育成（GLT：グローバル・リーダーシップ・チーム）

会員増強（GMT：グローバル・メンバーシップ・チーム）

奉仕（GST：グローバル・サービス・チーム）

三位一体



ライオンズクラブとは

ライオンズクラブは業界団体でもなければ社交クラブでもありません。
世界最大の奉仕団体です。
ライオンズクラブが結成された目的の一つは【地域社会に奉仕する】こと。
奉仕こそが 我々の生命であり 使命なのです。
『我々は知性を高め 友愛と相互理解の精神を養い 平和と自由を守り
社会奉仕に精進する』 これがライオンズの誓いであり
この誓いどうり クラブ会員が力を結集して 諸般の奉仕活動を
実行する団体が ライオンズクラブです。



創設者 メルビン・ジョーンズ

1917年 ライオンズクラブ協会を設立
「他人に尽くすことを始めなければ、人生の大は成し遂げられない。」

－メルビン・ジョーンズ－

第1回会合：1917年6月7日
米国イリノイ州シカゴ 初代会長

Dr. ウィリアム・ウッズ



国際会則第１条（名称）

The International Association of Lions Club

(ライオンズクラブ国際協会)

一般的には、、、

Lions Club International （LCI）



～ライオンズの行動指針～

我々ライオンズには、指針があります。
『スローガン』 『モットー』 『ライオンズの誓い』
『ライオンズ道徳網領（こうりょう）』（ライオンズの最も大切な所・要点）

我々はこれらの指針を基に行動しなければなりません。
書かれている事は、社会人として当たり前の事も書いています。
これらの指針を確認し、自身の行動はライオンズの行動と自覚して
素晴らしいライオンとなりましょう。



～ライオンと呼ばるる人～

事業を成功に導き、善良な生活を楽しみ

常に微笑みをたたえ、人類を愛し知識人の尊敬を集め幼児（おさなご）たちに

親しまれる人その地位に相応しく、かつ精力的な仕事ぶりにより一輪の花と

心うつ詩とそして、うるわしさを秘めた魂とによってよりよき社会をもたらす人

人生の中に美の輝きを感じ、その賛美の言葉を忘れず

友の美点を常に見守り自らよきところをまた友に贈る

その人生こそ偉大なる感激そのもの 私達こそライオンと呼ばるる人



ライオンズクラブの目的は

ライオンズクラブの目的の一つは、【地域社会】に奉仕する。

奉仕が行われていない地域がないように幅広い地域で結成されています。

単一クラブの活動地域を決定し、その地域に対して奉仕活動をするようにしています。

地域社会と協調し、クラブの社会奉仕活動を通じて人々の間に

相互理解の精神を拡げることもライオンズの目的の一つです。



ライオンズ道徳網領（こうりょう）

道徳網領：ライオンズの会員として基本姿勢・準拠すべき事項を述べたもの

個人に向かって問いかける文章ではなく、会員自身の心に呼びかける内容である

職業の尊さ、事業の成功を前提として、他人への思いやり目的としての友情

公民の義務、批判精神の保持を明文化している。



Lions Question（問題①）

ライオンズクラブ国際協会は、〇〇団体である。

（A）慈善団体

（B）奉仕団体

（C）異業種交流団体
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（B）
奉仕団体



Lions Question（問題②）

ライオンズクラブは、1917年にイリノイ州シカゴで設立され

ましたが、初代会長は誰でしょうか！？

（A）メルビン・ジョーンズ

（B）ウィリアム・ウッズ

（C）タイガー・ウッズ
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（B）ウィリアム・ウッズ



Lions Question（問題③）

ライオンズクラブの目的で、一般に感心のある事すべての
問題を自由に討論出来る場を設ける。

ただし（A）〇〇 と（B）〇〇 の問題を

クラブ会員は討論してはならない。

（A）〇〇 と（B）〇〇 の中の漢字2文字は？
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（A）政党 （B）宗派



Lions Question（問題④）

～ライオンと呼ばるる人～

〇〇を成功に導き、善良な生活を楽しみ、常に微笑
みをたたえ、人類を愛し、知識人の尊敬を集め

幼児（おさなご）たちに親しまれる人。

（A）人生

（B）家族

（C）事業 25

（C）
事 業



ライオンズの紋章
ライオンの顔はなぜ２方向を向いているのか！
奉仕の力をあらゆる方向に向けること！
ライオンズのロゴには、「L」の文字が入っています。

この輪の両側はライオンの横顔で形どられており、片方は誇り高き過去を見つめ
もう片方は希望に満ちた未来に目を向けています。

Law （法律）
Liberty  （自由）
Labor （労働）
Loyalty （忠誠）
Love （愛）
Life （生命）
Lion （ライオン）



ライオンズの名前は動物のライオンに由来している？

紀元前2200年前の昔からライオンは良きものの象徴。

勇気・強い力・活動力・誠実という4つの優れた資質のためこの名称を

創始者メルビン・ジョーンズが選びました。

1917年最初の会議でライオンズクラブの名称が決定したとき

これはまだ百獣の王ライオンが象徴する強さや高潔さといったあらゆる

善のイメージを意図するものであるが、

メンバーの中には名称変更を希望する会員もいた！



1919年 第3回国際大会でライオンズの
名称の議論が持ち上がりました。

若い弁護士ハルステッド・リッターがおこなった演説により

異議を唱える者はなくなりました。

その演説とは、、、

ライオンは百獣の王であるばかりでなく【LIONS】の綴りは

我々アメリカ市民として真の意義と基盤を持つことを
広く国民に宣言するものです。

すなわち LはLibaety・IはIntelligence
O、N、SはOur Nations Safety
頭文字を組み合わせたものです。



ライオンズのスローガン

Liberty, Intelligence,
Our Nation‘ｓ Safety

自由を守り、知性を重んじ、
われわれの国の安全をはかる

1919年・第3回国際大会で
一人の若い弁護士ハルステッド・リッターの演説により

後にライオンズのスローガンになりました。



ライオンズのモットー

世界最大の国際的社会奉仕団体

『We Serve』 われわれは奉仕する
1954年の国際大会で採用

【奉仕について】 創設者 メルビン・ジョーンズ
他人に尽くすことから始めなければ、
人生の大は成し遂げられない。

200以上の国と地域
約49,000のクラブ
約140万人の会員



『We Serve』 われわれは奉仕する

国際協会は、応募期限を1953年の国際大会までとし

「ライオニズムを如実（にょじつ）に物語り、各国に翻訳（ほんやく）可能な5語以内」

という条件でモットーのコンテストをおこなった。当時約800名で少なかったため

1年延期し約6,000通の中から【ウィ・サーブ】が選ばれた。

同じモットーが11名のライオンから寄せられた。最初に提出した

カナダ・モントリオールフォントンヒルLCのLスティーブンソンの作品が採択された。

私ではなくWe（われわれ）であるところにライオンズの特徴があらわれている。

皆が力を合わせて人道奉仕をおこなう。助け合う、そういう組織のモットーである。



～ライオンズの誓い～

われわれは 知性を高め

友愛と相互理解の精神を養い、

平和と自由を守り、社会奉仕に精進する。



～ライオンズクラブ国際協会のビジョン～

地域社会と人道奉仕における

グローバルリーダーを目指す。



～ライオンズクラブ国際協会の使命声明文～

ライオンズクラブ、ボランティア、そしてパートナーが

世界中の人々の暮らしに影響を及ぼす人道奉仕と交付金を通じて

健康と福祉を改善し、地域社会を強化し、恵まれない人々に支援を

提供するとともに

平和と国際理解を

促進出来るよう力を与える。



Lions Question（問題①）

ライオンズのスローガン

Liberty, Intelligence, Our Nation‘ｓ Safety

（日本語でのライオンズのスローガンは？）

A）平和を守り、知性を重んじ、われわれの国の安全をはかる。

B）自由を守り、友愛を重んじ、われわれの国の安全をはかる。

C）平和を守り、相互理解を重んじ、われわれの国の安全をはかる。

D）自由を守り、知性を重んじ、われわれの国の安全をはかる。
35

（D）



Lions Question（問題②）

1954年の国際大会で採択された

ライオンズクラブ国際協会のモットーはどれでしょう？

A）We Smile     B)We Serve C）We Lions

D）We Love      E)We Can F）We Sankyu

36

（B）



Lions Question（問題③）
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（A）相互理解
（B）社会奉仕

ライオンズの誓いに われわれは 知性を高め
友愛と（A）〇〇〇〇の精神を養い、

平和と自由を守り、（B）〇〇〇〇に精進する。

（A）・（B）にそれぞれ漢字4文字を入れてください。



～ライオンズ用語～

リジョン・ゾーン
地区ガバナーは、地区管理のため地区をいくつかのリジョンに分け
さらにリジョンを４から８のクラブからなるゾーンに分ける。
リジョン・ゾーンごとにリジョン・チェアパーソン及びゾーン・チェアパーソンが
地区ガバナーによって任命される。

リジョン・チェアパーソン及びゾーン・チェアパーソン
地区ガバナー指導のもと、それぞれのリジョン及びゾーン責任者として
運営に携わるとともに、ゾーン・チェアパーソンは、地区ガバナー諮問委員会
の議長として年４～５回程度のゾーン内定例会議を主宰する。



～ライオンズ用語～

アクティビティ
ライオンズクラブが、その地域社会に対しておこなうあらゆる奉仕活動
のことを日本では短く略してアクティビティという。
アクティビティは、基本的にクラブ単独でおこなう。

ドネーション（会員寄付金）
会員の慶事、誕生、結婚、入学、新築、全快などの内祝や
弔意、見舞などに対する謝礼その他の意をもって会員が
自発的に行った寄付金がこれである。金額に制限はない。



～ライオンズ用語～

キャビネット
ライオンズクラブの組織は、単一クラブが主体となっている。
それぞれのクラブは国際協会会則・付則及び規則のもと、地区が掲げる
スローガンを目的としたクラブ運営に取り組み、魅力ある楽しい例会と
積極的なクラブ活動をおこなうことが求められている。

地区キャビネットは、それら単一クラブと国際協会を結ぶ要となるパイプ役
であり、地区運営方針を協議決定し、それを実行する地区運営執行機関
として存在する。

その地区運営執行責任者 ⇒ ⇒ ⇒ 地区ガバナー



～ライオンズ用語～

プロトコール
ライオンズクラブの組織は、国際協会公認プロトコールが定められている。

プロトコールとは、役員及び来賓の席順

国際化時代において当然のことであり公認プロトコール遵守のこと。

※ 単一クラブの順番は、クラブ結成年月日に準ずる。



奉 仕

ニーズがあるところに、ライオンズがいる



これからのライオンズの方向性

①行政との連携・街づくり・発展に貢献する奉仕
②多様な会員の在り方を模索（クラブ支部）
③会員の動機付け、次世代リーダーの育成
④魅力的な次世代奉仕で会員満足度・ブランド力向上
⑤IT化の推進
⑥クラウドファンディング (資金獲得事業）
⑦ローテーションの廃止（立候補制・適材適所）
⑧会費の見直し



皆さまが次世代のリーダーとなり変革

時代の価値観の変化・社会性・持続可能性（SDGｓ）・多様性

そのすべてを受け入れる。価値感の違いもあれば、それぞれ考え方も

多様である。
44

一番大切なこと 会員満足度向上

あなた自身がライオンズクラブに誇りを感じること

あなた自身が楽しく活動出来ること

あなた自身が笑顔になれること



質 疑 応 答



ライオンズクラブ会員のリソース

ライオンズクラブ国際協会ウェブサイトの虫めがね アイコンをクリック

すると検索機能を使うことができます。

検索欄が表示されたら、見つけたい資料のキーワードを入力してください。

資料を検索する場合は、

「会員用のリソース」ボタンを

クリックし、リソースセンター

の「キーワード検索」に入力

してください。

46



クラブ会員皆さまから期待されている新会員及び入会5年未満程度の皆さんは、

これからのライオンズにとって大切な存在でございます。

次世代に向けて変革が進んでいるライオンズを率先してリードしていただき会員

満足度向上に努めていただくことを期待しています。

お問い合わせ ： 地区GLTコーディネーター 高田 信吾
地区GMT・GETコーディネーター 宮本 浩二

どんなことでもご相談ください！

地区GATガバナーチームが真摯にサポートいたします。



世界最大の奉仕団体

としての誇りを胸に！

皆さまのご活躍をお祈りいたします。

We serve



ワークショップ

新会員オリエンテーション
2023-2024

テーマ（新会員）
1.あなたは何を目的に入会したのか！？

2.ライオンズクラブへ入会して感じていること！？

テーマ（クラブ役員）
1.入会3年以内の会員をどう指導、育成していくか！？

2.入会10年以内の会員の退会防止について！？



質 疑 応 答



世界最大の奉仕団体

としての誇りを胸に！

皆さまのご活躍をお祈りいたします。

We serve
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